
◎
「

典
会
定
期
総
会
」
実
行
委
員
会

・
実
行
委
員
長
　
黒
澤 

宏
至

・
委
　
員
　
　
　
岩
下 

和
子
　
城
内 

優
子
　
米
山 

香

　
　
　
　
　
　
　
小
澤 

公
彦
　
荒
井 

祐
貴
　
清
水 

光

　
　
　
　
　
　
　
檜
垣 

貴
子
　
大
久
保 

美
和

　
　
　
　
　
　
　
岸
本 

幸
子
　
若
杉 

純
子

・
次
年
度
代
表
　
八
巻 

一
貴

【

典
会
定
期
総
会
】
（
進
行

：

岩
下 

和
子
）
　
　

○
日 

時
　
令
和
七
年
四
月
二
十
六
日
（
土
）
十
三
時
よ
り

○
会 

場
　
山
梨
大
学
　
Ｊ
号
館
五
階
　
Ａ
会
議
室
　
　

○
次 

第
　

　
　
　
― 

黙 

祷 

―
　
　
　
　
　
　
　

　
一
　
開
式
の
言
葉
　 

永
田 

徹
　
筆
頭
副
会
長

　
二
　
会
長
挨
拶
　   

長
谷
川 

千
秋
　
会
長

　
令
和
七
年
度

典
会
定
期
総
会
報
告

当
番
幹
事
（
平
成
七
年
三
月
卒
業
生
）

令和７年度　徽典会　定期総会　令和７年４月26日　於：山梨大学
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aoyag
四角形



　
三
　
来
賓
祝
辞
　
　
中
村 

和
彦
　
山
梨
大
学 

学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田 

嘉
明
　
全
学
同
窓
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
川 

清
　
　
東
京
支
部
長

　
四
　
議
事
　
議
長
　
今
村  

孝
男
　
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
之
内
睦
男
　
常
任
理
事

　
　
①
令
和
六
年
度
事
業
報
告

　
　
②
令
和
六
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

　
　
③
令
和
七
年
度

典
会
役
員

　
　
④
令
和
七
年
度
事
業
計
画

　
　
⑤
令
和
七
年
度
予
算

　
　
⑥
そ
の
他

　
五
　
当
番
幹
事
の
引
継

　
　
（
会
旗
引
継
）
黒
澤 

宏
至 

実
行
委
員
長
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
八
巻 

一
貴 

次
期
実
行
委
員
長
へ

　
六
　
閉
会
の
言
葉
　
山
田 

武
人
　
副
会
長

　
当
日
は
、
五
十
名
を
超
え
る
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

典
会
定
期
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
外

か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
母
校 

山
梨
大
学
に
寄
せ
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
記
念
講
演
】

　
　
　
　
　
　
（
進
行

：

米
山 

香
）

　
　
　
　
　

　
一
　
開
会
の
言
葉
　
小
澤 

公
彦

　
二
　
講
師
紹
介
　
　
岸
本 

幸
子

三
　
講
演

　
　
　
演
題 

『
こ
と
ば
と
つ
な
が
り
　
人
と
つ
な
が
る
』

　
　
　
　 

　
　
―
方
言
か
ら
日
本
の
こ
と
ば
を
考
え
る
―

　
　
　
講
師

　
　
　
　
令
和
七
年
度

　
　
　
　
　
山
梨
大
学
教
育
学
部
長
・

典
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川 

千
秋
　
氏

　
四
　
質
疑

　
五
　
御
礼
の
言
葉
　
清
水 

光

　
六
　
閉
会
の
言
葉
　
城
内 

優
子

　　
長
谷
川
先
生
の
ご
講
演
の
中
の
「
こ
と
ば
は
社
会
を
つ
く

り
、
社
会
は
こ
と
ば
を
つ
く
る
」
と
い
う
お
話
が
と
て
も
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
様
々
な
多
様
性
を
認
め
な
が
ら
、
言
葉

を
学
ん
で
い
く
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
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